
1．はじめに

二液塗料は建設機械や工作機械などの大型製品をはじめ，自
動車や二輪車の樹脂部品などの工業塗装に多用されている。自
動車や建設機械などの塗装では，塗膜の耐久性向上や高品質化
の要求で二液塗料の採用がさらに広がる傾向にある。これに対
し，二液塗装機ではVOC対策のため混合の難しい水性二液塗
料への対応や色替洗浄性の向上による塗料やシンナの削減が求
められている。

2．交互投入方式の二液塗装機

自動車塗装ラインなどで二液塗料を使用する場合，混合ミス
などで塗料の硬化不良が発生しても乾燥工程後まで発見するこ
とは難しく，多くの不良品の発生や復旧までの生産停止の長期
化など甚大な被害を及ぼすことになる。このため二液塗装工程
では，高い精度で二液塗料が確実に混合されていることが重要
である。

ACWシリーズは交互投入方式を採用し，主剤・硬化剤両方の
流量計からの信号を受けて積算流量を計算し，設定された混合
比率に応じて混合バルブON/OFFタイミングを自動調整し，主
剤と硬化剤を交互にミキシングホース（主剤と硬化剤をスタ
ティックミキサで混合可能な状態に整流する部分）へ供給し混合

する。ACWシリーズに搭載された流量制御技術により，±5％ 
以内の高い混合比精度を実現している。
この交互投入方式は，色替えバルブ（CCV）を組み合わせ

ることで塗料色替えが素早くできることや吐出量，混合比率な
ども自由に変更できることなどから現在最も幅広く使われてい
る二液塗装機の一つである。
2.1　混合部の役割
交互投入方式の二液塗装機の供給部を除く基本構成を図-1

に示す。
主剤と硬化剤それぞれの経路に流量計を搭載し，混合された

塗料はミキシングホースからスタティックミキサに供給され，
経路内で十分撹拌された塗料がスプレイガンへと送られる。
また，混合部にはシンナバルブとパージ用エアバルブが設置

され，塗装作業終了後，混合部からガンまでの経路を素早く洗
浄することができるようになっている。このため，日々の作業
としては各ポンプを洗浄する必要がなく，短時間で塗装を再開
することができる。

3．水性二液塗料への対応

水性二液塗料は水性の主剤と溶剤系の硬化剤の組み合わせの
ため混ざりにくい特徴があり，従来のスタティックミキサ（静

【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/
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図-1　ACWシリーズの基本構成
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要　　　　旨

主剤塗料と硬化剤を混合させる二液塗料は焼付乾燥を簡略化でき高性能な塗膜を形成することが可能なため，多くの分野で採用さ
れている。塗装機器メーカーである当社開発の二液塗装機（以下，ACWシリーズ）では，その二液塗料を高い精度で自動混合するこ
とに加え，主剤を水性とし，溶剤系の硬化剤との混合が困難となる水性二液塗料に対応するために，機械的に撹拌可能なパワーミキ
サを開発した。また，洗浄性を向上し廃棄される塗料と洗浄シンナを削減するために接液部を分離可能なダイアフラムシールを使用
した小型バルブを開発した。これらの技術について紹介する。
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